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離島における健康滞在プログラムに関する基礎的調
査 : ケーススタディによるプログラムの比較考察

























































































































































































































































































































































調査対象 ＳＯＣ平均得点率(％） 調査人数 年度
日本(国内全域） 67.8 1０２６ 2003 
日本(東京区部､秋田農村） 63.2 323 2002 
日本(一般成人） 66.0 1９９７ 
スウェーデン(一般住民） 75.2 1４８ 1９９５ 
ポーランド(_般住民） 65.4 6０ 1９９４ 








































１ 4６ 51.1％ 
２ 8０ 88.9％ 
３ 7４ 82.2％ 
４ 6７ 74.4％ 
５ 7７ 85.6％ 
Ｃ 
６ 6０ 66.7％ 
７ ８１ 90.0％ 
８ 7８ 86.7％ 
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２１ 3.3 1６．５ 
1.9 3８ 1６６ 
1.3 1.0 １９．４ 
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離島での滞在(アイランドテラピー）斤 ■■■ ￣ 
心理的指標
(GHQ精神健康調査票９
PＯＭＳ） 
①離島での滞在や体験活動をとおして精神健康度及び気分の向上がみられ､ツアーによる心身へのスト
レス軽減の効果､気分転換の効果が明らかになった。
②日常生活において心身のストレスを多く抱えている者の方がツアーによる気分転換効果､ストレス軽減
効果が強く現れた。
生理的指標
(唾液アミラーゼ･血圧･血糖
値･自律神経系）
①ツアー前は忙しい日常生活､ツアー中はツアープログラム遂行に伴う心身への負荷があり夕刻の唾液
アミラーゼ活性が高かったが､ツアー後は日常生活に戻ったにもかかわらず夕刻の唾液アミラーゼ活
性が低く､ツアーによるストレス軽減効果が影響していることが推察された。
②ツアー初日とツアー終日は自律神経系が交感系優位になるのに対し､ツアー中日には副交感系優位
になり安定する傾向がみられ､ツアーによる自律神経機能の活動水準の切換えがみられた。
第２７号
nその反応として自律神経系の副交感支配を導いた（トロ
フォトロープ効果）と考えられた。ただし、この反応には個
人差があり、反応の早い者と反応の遅い者がみられた。自律
神経系の変動は心身のストレス軽減につながるものであるが、
これは唾液アミラーゼ活性の結果でも弓削島の方が明確なス
トレス減少傾向を示していた。以上のことから、弓削島のよ
うに運動負荷の高いプログラムを取り入れた方が健康の側面
からは良いと考えられる。
また、ツアープログラムは心理的効果とも深く関係するも
のであり、弓削島で健康度や気分の向上が顕著にみられたの
は、ツアープログラムの内容がモニターの嗜好により適合し
ていたからだといえる（ツアー後のヒアリング調査より)。
モニターは、概ね健康志向が高く、体力的余裕もあり、普段
体験できないタラソテラピーのような新しい事に対して興味
をもち、積極的に参加する姿勢がみられた。
の面では、島民との交流の機会は多くはなかったが、仲間と
ともに島の自然環境や歴史・文化的要素をじっくり味わえる
ことができたといえる。
島民との交流性
心理的健康性
(サイコヘルス）
的健康性
オヘルス）iii二:､､、//／ ● マーロー…甲一■＝・甲｡■の⑰■守り句､；八丈島；
環境(自然･文化等)との交流性
（エリアとシーン）
（２）プログラムの評価と検証
弓削島及び八丈島のツアープログラムは、そのいずれもモ
ニターからは概ね好感をもって受容された。しかし、弓削島
と八丈島の地域特性は異なり、当然のことながら策定された
プログラム内容にも差異，性があった。
弓削島には、我が国でも珍しい本格的な海水温浴施設が整
備され、島民により積極的に利用されている。またこれを生
み出した背景として、島民の長年にわたるアイランドテラピ
ー及びタラソテラピーに対する関心・理解・研究・行動があ
り、現在の島の振興・交流に大きく寄与している。今回のツ
アーでも女性塾（島の女性が中心の地域づくり組織）を媒介
に多様な体験プログラムが提供され、島民との交流が活発に
行われた。また、同伴随行した専門のインストラクターの適
切な指導により、海水温浴施設「潮湯」や海浜を利用しての
タラソテラピー活動が効果的に行われた。
八丈島には、随所に効能のすぐれた温泉が湧出しており、
これらを体験することができた。また、温泉施設「スパ・
ザ・ＢＯＯＮ」は、屋内のユーティリティスペースが広いので
ストレッチやコーディネーションの体操が効果的に行われた。
体験プログラムは行政の支援のもとに行われ、広い選択肢の
中から各自の希望に応じて選べた。八丈島の規模は弓削より
もはるかに大きく、地域も多様性に富んでおり、基本的には
エリア体験型であったといえる。また、インフラ（空港、道
路、各種公共施設、公園、ホテル等）の整備が進み、快適な
生活空間が形成されている。
各島の地域特性によるツアープログラムの内容の相違が、
調査データにも特徴的に現れた。弓削島ではタラソテラピー
活動と島民との濃密な交流が特色であり、バイオヘルス及び
サイコヘルスは充足されている。ソーシャルヘルスに関して
は、島の自然的・文化的環境との交流は限定されたものとな
っている。これに対して八丈島では、温泉入浴は海水温浴施
設に較べて生体への運動刺激が少なく、従ってバイオヘルス
の面での効果はやや小さかった。サイコ・ソーシャルヘルス
図１４プログラム評価のイメージ
図14は、横軸は健康`性（バイオヘルスーサイコヘルス)、
縦軸はソーシャルヘルスとしての交流性（人的交流一環境的
交流）を取り、弓削島及び八丈島のツアープログラムの評価
をイメージとして示したものである。このようにみると、各
島でのツアープログラムの特性が理解でき、今後どのような
領域を強化していくべきかがみえてくる。
弓削島は、長期滞在を想定した場合、地域の自然的・文化
的環境との交流性の向上につながるプログラム（例えば伝統
的街並みめぐり、穏やかな内海の環境を活かしたマリンレジ
ャーなど）の開発や宿泊施設等のインフラの整備などが望ま
れる。また、八丈島は、生理的健康の向上につながるプログ
ラム（例えば既存のウォーキングコースの積極的活用、タラ
ソテラピー活動の導入など）の開発、行政と地域住民をつな
ぐ組織の参入による島民との交流の場の創設などが必要とな
ってくるであろう。つまり、アイランドテラピーの「島に行
って元気になる」という目的の元気の質というものを考える
と、バイオヘルス・サイコヘルス・ソーシャルヘルスのバラ
ンスがとれた総合的なウェルネス感覚をいかに与えることが
できるかが重要になってくる。
（３）アイランドテラピーによる健康増進
離島での滞在による心身への影響に関しては、ドイツ等の
先行研究によれば、①心理的効果：主として転地による気分
転換の効果は最低半日～１日程度の滞在、②社会的効果：転
地・体験活動による人間や環境との交流・触れ合いの効果は
最低３日～１週間程度の滞在、③生理的効果：現地での体験
活動やその継続による身体機能の増進・回復の効果は個人差
はあるが、最低１～２週間程度の滞在という報告があり、滞
在期間が長くなるにつれてその効果が広がることが報告され
ている。その他、転地による療養活動における生理的反応に
ついての報告（ヒルデブラント）では、滞在時間（期間）に
2１ 
法政大学体育・スポーツ研究センター紀要
応じた生体反応の段階が明らかにされている（表８参照)。
本調査の４泊５日という滞在期間は、我が国の慣例からみ
ると比較的長い期間であり、島の海浜・温泉・海水温浴施設
における活動時間は、各延10時間程度であった。調査結果か
らは、心理的・社会的効果は明確にみとめられ、生理的効果
についても一部の指標においてその傾向がみとめられた。本
調査のツアー期間は、表8では疲労の回復や過負荷後のスー
パーコンペンゼーションが行える期間に相当し、「島に行っ
て元気になる」ことが充分に可能であることを示している。
しかしながら、一般的な健常者だけでなく、疾病者やスト
レスの高い者などの幅広い対象に対して、より効果的に健康
に資するアイランドテラピーの滞在プログラムを開発・普及
していくためには、さらなる検証の蓄積が必要である。例え
ば、気候特性、滞在の季節や期間など異なる条件による効果
の検証など、様々な視点及び手法による知見を増やしていく
ことが求められる。
表８生体の反応時間の目安
2２ 
生体反応 必要時間
①栄養的・形成的適応、特定の適応 数ヶ月
②正常化を含む機能的適応、長期的回復、器官の適
応、自律的バランス、自然治癒力
数週間
③疲労の回復、過負荷の後のスーパーコンペンゼーシ
ヨン
数日
④中枢系の回復、睡眠の回復、疲労の除去 一晩
⑤代謝系の回復、疲労物質の除去、エネルギーの補充 数時間
⑥局所の回復、酸素負債の改善 数分
